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今回の大会テーマ「創造性とイノベーションの新展開」の主旨を要約する。イノベーションはかって
「技術革新」と訳され、プロダクトイノベーション研究が主体であった。ところがSchumpeterによっ
て、新軌道の発明のみなら、同一軌道内の成長（丹羽清：イノベーション実践論、東京大学出版会）を
もイノベーションに含めるようになった。すなわち、プロセスイノベーションの重要性が指摘された。
ついで、イノベーションを実行する組織員のモチベーション継続のためにマインドイノベーションが最
重要なことが分った。プロダクトイノベーション、プロセスイノベーション、マインドイノベーション
の諸問題については技術経営、知識経営、場のマネジメントをマスターすれば良いというのがJAIST知
識科学研究科の立場であるが、それらについて創造性研究との融合から新展開を目指そうというのが今
回の基調講演者、招待講演者の人選である。先ず東京大学名誉教授の丹羽清氏がイノベーションの定義
の変遷を述べ、イノベーション実現のためのアプローチを述べる。特に日本企業の躍進にはセミ・オー
プンイノベーションが必須なことを強調する。ついでJAIST名誉教授の國藤進氏が日本で最も使われて
る創造技法KJ法を包括するW型問題解決学というプロセスイノベーションの方法論を紹介する。この方
法論は日本のTQC運動に利用され、デザイン思考としてアメリカ西海岸から逆輸入されるという歴史的
事実も紹介される。最期に四画面思考研究所代表取締役の近藤修司氏による四画面思考によるマインド
イノベーションで未来を創るという北陸の企業多数を巻き込んで行っている実践報告をしていただく。
これらの講演は互いに関係しており、その詳細は初日の講演会及び夜の懇親会で明らかにされる。

2019年9月28日(土)～29日(日)
於：北陸先端科学技術大学院大学

第４1回日本創造学会研究大会

大会テーマ：創造性とイノベーションの新展開

國藤進氏 北陸先端科学技術大学院大学名誉教授

丹羽清氏 東京大学名誉教授

近藤修司氏 （株）四画面思考研究所代表取締役

招待講演１ イノベーション実現へのアプローチ

東京大学名誉教授。早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。工学博士（東京工業大
学大学院システム科学）。日立製作所システム開発研究所、同基礎研究所、米国ポートランド
州立大学工学部技術経営学科客員教授などを経て、 2010年まで東京大学大学院総合文化研
究科広域科学専攻教授。米国テキサス大学IC2 (Innovation, Creativity and Capital) 研究所フ
ェロー、 PICMET (技術経営国際会議) 副編集長、及びインターナショナル・ディレクター。「技
術経営」や「イノベーション」に関するコンサルティングや企業人研修も行う。

早稲田大学理工学部工業経営学科卒業。（株）日本能率協会コンサルティング（JMAC）で、長
年、改革実践コンサルティングに従事、数百社を指導。JMAC社長体験の後、北陸先端科学
技術大学院大学知識科学研究科教授として、改革実践体験を知識科学の視点で研究、四画
面思考を研究・開発する。退官後、（株）四画面思考研究所を創設し、四画面思考法の研究・
教育・改革実践・改革の輪づくりを実践。現在、（株）四画面思考研究所代表取締役。

招待講演２ 四画面思考によるマインドイノベーションで未来を創る

基調講演 W型問題解決学によるプロセスイノベーション

1974年東京工業大学大学院修士課程修了。同年、富士通（株）国際情報社会科学研究所入
所、1982年－1986年、新世代コンピュータ技術開発機構研究所主任研究員。その後、富士
通㈱国際情報科学研究所第二研究部第二研究室長。 1992年、北陸先端科学技術大学院大
学（以下JAIST)情報科学研究科教授兼情報科学センター長。 1998年、JAIST知識科学研究
科教授。その後、知識科学研究センター長、知識科学研究科長、副学長、特任教授を歴任。
現在、JAIST名誉教授兼非常勤講師。



参 加 要 項

参加申込： 2019月6月30日締切 ※参加のみを希望する場合は8月末まで受付
大会Websiteから申込書がダウンロードできます。
http://www.japancreativity.jp/conference/41st/index.html
【日本語での発表・参加のみの場合】

日本語申込用紙に記入しメールで送付 送付先：jcs-info@japancreativity.jp
申込書到着後、事務局より執筆要項等を送付。

【英語での発表】

英文申込書に記入しメールで送付 送付先： jcs2019pc@jaist.ac.jp
※論文執筆については国際セッションWebsiteのPaper Submissionを参照。
http://www.japancreativity.jp/conference/41st/international_session.html

論文掲載料：【日本語・英語での発表】
４ページを基準とする。掲載料2000円
４Pを超える場合１Pにつき￥1000を加算、最大８Pまで。

原稿締切：【日本語での発表】7月31日まで
【英語での発表者】7月31日まで（最終締切8月31日）

参 加 費： 正会員￥7,000 学生会員￥5,000 非会員¥10,000

懇親会費： 一人￥7,000（希望者、会場は旅館まつさき）
宿泊施設： 旅館まつさき1泊朝食付き10000円（希望者、4～5名での和室相部屋）
現地交通： 大会会場から懇親会場までバスを運行。懇親会後は金沢駅周辺までバスを運行。

【懇親会のご案内】
懇親会は泉鏡花も投宿していた北陸有数の温泉旅館「まつさき」で 行ないます。

「まつさき」は北陸No.1のおもてなし旅館で、JAIST ゆかりの温泉宿です。
加賀料理のフルコース（飲み放題）がテーブル席で提供され、懇親会では和太鼓も

披露されます。温泉も露天風呂、大浴場等が利用できます。相部屋ですが、ぜひとも
ご宿泊され、「創造性とイノベーションの新展開」に関して、つきることのない 議論
を展開していきましょう。
会員・非会員を問わず「知の梁山泊」 に結集し、相互研鑽で知の共創をしましょう。
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北陸先端科学技術大学院大学へのアクセス（東京より）
その他の地域からのアクセス他、シャトルバスの時刻詳細は下記URLからご確認ください。

※https://www.jaist.ac.jp/top/access/index.htmll

9:30 受付開始

開会挨拶

　日本創造学会理事長　田村新吾

　研究大会プログラム委員長　永井由佳里

　北陸先端科学技術大学院大学学長　浅野哲夫

研究発表（発表15分　質疑5分　交代5分）

日本語／国際セッション／高校生セッション（招待）

12:00-13:30 昼休み・拡大理事会

13:30-14:00 総会

14:00-14:50 招待講演　丹羽清氏

14:50-15:40 基調講演　國藤進氏

15:40-16:40 招待講演　近藤修二氏

16:40-16:50 休憩およびツアー編成

16:50-18:00 組ごとに3か所見学（JAISTギャラリー、ファブラボ、情報環境など）

18:00-18:30 懇親会会場（まつさき）へバス移動

18:30-20:30 懇親会（まつさき）

20:30-21:30 懇親会～金沢駅（バス）、まつさき～JAIST・鶴来駅（バス）

1日目：2019年9月28日（土）

10:00-10:30

10:30-12:00
12:00-13:00

昼休み

国際セッション授賞式

閉会の挨拶

16:00-16:10

2日目：2019年9月29日（日）

研究発表（発表15分　質疑5分　交代5分）
日本語／国際セッション

研究発表（発表15分　質疑5分　交代5分）
日本語／国際セッション

10:00-12:00

13:00-16:00

大会プログラム
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▲▼▲第59回クリエイティブサロン（2019年 5月18日）開催報告▲▼▲

第１部講演会： 「フィンテックとその影響について」

講師：橋本義弘氏 （金融機関勤務）

フィンテックで特に注目される部分として、決済分野でのテクノロジー導入による「キャッシ
ュレス」化の動きが挙げられます。テクノロジーによるコスト低下は、新たなビジネスや市場
の創出を容易にし、異業種参入も相次ぎ、様々な決済サービスが提供されています。政府もキ
ャッシュレス化による経済効果に期待し、「未来投資戦略2017」においてキャッシュレス化の
目標を設定するなど諸外国に比べてキャッシュレス化が遅れている日本の今後の展開が注目さ
れます。また、AIのような高度なテクノロジーは、新たなサービス開発にも利用され、中国の
アリババは決済サービス「Alipay」の中でAIを用いた信用スコアリング「芝麻（ゴマ）信用」
というサービスを提供し、ここでは人の行動履歴を幅広く評価対象とするだけでなくスコアに
応じた特典を付与することもあって利用者の行動に影響を与えるまでになっています。
従来とコンセプトが異なるテクノロジー導入の動きとして、「ブロックチェーン」の取り組

みを指摘することが出来ます。従来の大型コンピュータによる中央集権型ネットワークと異な
り、ネットワーク参加者相互による分散管理を行う点に特徴があり、安全性とコスト削減効果
が注目されています。ただし、金融機関では仮想通貨ビットコインのように誰でも自由に参加
できるパブリックなネットワークではなく、参加者を制限する形での利用を研究しています。
フィンテックの注目すべき機能である「金融包摂」の例としては、ケニアの「M-Pesa」が取上
げられます。これは携帯電話機能を利用することによって銀行口座が無くても資金の遣り取り
を可能とするものであり、利便性向上だけでなく、今まで金融サービスを享受できなかった
人々に金融サービスを提供し、経済発展につなげるという効果を発揮しています。
フィンテックの動きが金融機関や社会にどのような影響を与えるかが問われますが、テクノ

ロジーの発展は異業種参入の例にもあるように金融機能を分解・再構築する動きであり、金融
機関の「土管化」を招く可能性があります。金融機関だけが全ての金融サービスを提供するも
のではなくなり、金融機関にとって全国的な店舗設備や人材が負担となってしまう可能性もあ
ります。また、テクノロジーによる経済活動コストの低下は、クラウドファンディングや地域
独自マネーの発行などで見られるように共感をベースとする小規模経済圏の創出を容易にする
効果があり、更には金融包摂効果にもつながります。一方で、テクノロジー導入の問題点とし
て、信用スコアリングで見られるように利用者の行動に影響を与えてしまう場合に格差社会を
助長することにつながるのではないかと危惧する声もあります。データやアルゴリズムの信頼
性、セキュリティ問題など、フィンテックに限らず、テクノロジー社会そのものへの信頼が課
題として残るのです。
クリエイティブサロン参加者からは（１）キャッシュレス化を進行させるリード役、（２）

決済手段としてのブロックチェーン導入に向けた具体的な動き、（３）IT化の進展についてい
けないIT弱者への対応、について関心が寄せられ、これらに対して発表者からは、（１）キャ
ッシュレス化のリード役としては導入コストの安さという点からスマートフォン決済が考えら
れること、（２）ビットコインのようなパブリックなものではなく参加者を限定することが考
えられ、具体例としてSBIグループが主幹して組成されたコンソーシアムなどで多くの参加金融
機関によって研究が進められていること、（３）IT弱者の救済は重要であり、IT教育の充実や
IT端末の提供など国や公共機関によって施策が検討される必要があること、が私見として回答
されました。

（記事：橋本義弘）
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▲▼▲第59回クリエイティブサロン（2019年 5月18日）開催報告▲▼▲

第2部講演会：「社会的創造性の形成・展開におけるモデリングの機能 －クレイ・モデリング－」

近年、様々な場面で「創造性」が論じられ、とりわけ「イノベーション」や「価値共創」など
産業的文脈からの議論が盛んである。しかし、そこでは「創造性」という言葉が、しばしば無
自覚に多義的に用いられ、議論が噛み合わず空転することも少なくない。また、集団としての
創造性、いうなれば「社会的創造性」が、個人の創造性の延長線上にあることを所与の前提と
する論にも些か飛躍をおぼえる。「集団として創造的」とはどのような現象なのか。多くの場
合、そのアウトプット（「共創価値」等）に着目した論が展開されるが、それを創出する主体、
「私たち」にはどのようなダイナミクスが生じているのだろうか。
本ワークショップでは参加者層が「創造」に関わる第一線の研究者・実務家の方々であるこ

とを念頭に、いかに個々別の知見を場に提供いただくか、いかに個と集団の往還によるダイナ
ミックな知識共創を展開・共有いただけるかを軸にプロセスを設計した。他方でコンテンツは、
社会的創造性の形成・展開に際して主体の内面に生じる感覚、すなわち「私たち」が辿るダイ
ナミクスを体感、そして不可視な抽象的概念を（個人／集団で）扱う際のクレイモデリングの
機能を体感しうるよう構成した。かような意図が実現したか否かについての判断は参加者の
方々にお委ねし、ここでは当日の様子を写した画像を提供するに留めたい。
第１部ご講演で挙げられたブロックチェーンはじめ、様々なインフラの発達により潜在的「繋
がり」の可能性、すなわち「社会デザイン」の自由度が一段と高まり、目指すべき社会の青写
真が昨今いとも簡単に描かれる。しかし、社会デザインにおいてはデザインの客体もまた生身
の人の集合であり、社会デザインの難しさはそこにある。人と人、人と組織、組織と組織の関
係性をいかに形成・展開させるのか、社会的創造性メカニズムの探求は、画餅に終わらぬ社会
デザイン方法論開発の要諦になると確信している。

（記事：松前あかね）

講師：松前あかね氏
（九州大学芸術工学研究院ソーシャル・イノベーションデザイン講座准教授）
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第60回クリエイティブサロン開催のお知らせ

日本創造学会主催のクリエイティブサロンは次回の7月6日で第60回を迎えました。会員・非会員を問わず、
どなたでも参加できる開かれた研究会となっています。皆様のご参加をお待ちしております。

研究会担当理事 國藤進・豊田貞光

開催日：2019年7月6日（土）１３：００～１７：００ 会場：東京海洋大学越中島キャンパス

STEAMによる教育革新の動向
～今後の求められる芸術、創造性とは～

AIやIoTなどの科学技術の発達やタブレット
端末等の進化により、社会は急速に変化してき
ました。そして、その社会的変化に伴い、求め
られる人材も変わってきています。科学技術の
理解を深めるとともに、その科学技術を利用し
て新たなものを創造する力は、今後求められる
人材要件の１つでしょう。この創造力を養うた
めの教育として、今STEAM教育が注目されてい
ます。STEAMとは、Science（科学）、
Technology（技術）、Engineering（工学）、
Art（アート）、Mathematics（数学） の頭文
字をとった造語です。
本講演では、国内外のSTEAM教育の動向を概

観した上で、今後求められるArtの役割と数学的、
科学的な思考能力の関係や創造力などについて、
みなさまと考える機会ができればと思っており
ます。

第1部 講演会講師
下郡啓夫氏

《スケジュール》
12：45 開場
13：00-14：30 第1部講演会
14：30-14：45 休憩・開場整備
14：45-17：00 第2部講演・ワークショップ
17：15～ 別会場にて懇親会

参加費： 会員/無料 、非会員/参加費1000円
※懇親会（希望者）は4,000円程度の実費

会 場： 東京海洋大学越中島キャンパス1号館
114教室（定員36名）※先着受付

所在地：東京都江東区越中島2-1-6
・JR線京葉線・武蔵野線越中島駅2番出口から徒
歩約2分
・地下鉄東西線・大江戸線門前仲町駅4番出口か
ら徒歩約10分清澄通りを南西へ
・地下鉄有楽町線・大江戸線月島駅2番出口から
徒歩約10分清澄通りを北東へ

※参加希望の方は学会事務局へ、メールでお申し
込み下さい。
［氏名/所属/会員or非会員/懇親会参加の有無］

講演：子供から大人までIoTを実践できるラズベリー
パイの世界
WS：科学力、創造力を育てる科学工作の開発

制御シムテムを実現できる、ラズベリーパイの素晴
らしさに感銘し、学校、学会、技術士会にてラズベ
リーパイの世界を紹介してきたので、その内容を、
実演を交えて紹介する。ラズベリーパイは、イギリ
スが開発された小型コンピュータで、名刺サイズな
がら、センサー信号を取り込み、機器を制御できる
入出力を持った5,000円程度で入手できる身近なマ
イコンです。オペレーティングシステムは、無料で
公開され、教育界でも、子供のプログラミング教育
として利用されているScratch（絵ブロックを組み
合わせてプログラム言語）が標準装備されている。
今回は、ラズベリーパイを利用して、
1.超音波センサーの距離信号でプロペラモーターを回す
2.8チャンネルの磁界の測定
3.エネルギーの見える化の基本である電力測定 等を紹介。
WSでは、子供工作事例として
1.メロディーの小箱の初期版工作から、メロディーの光
通信、PICマイコンを使った進化版工作
2.液晶テレビの映る原理を理解する偏光板を使った工作
3.制御が解り易いライントレースカーの工作 等を紹介。

第2部 講演・WS講師
中島正明氏

函館工業高等専門学校一般
系教授、明治大学サービス創
新研究所客員研究員、早稲
田大学情報教育研究所招聘
研究員、日本創造学会会員

東工大／日立の共同研究
研究員（センシングシステム開発）
子ども科学教育実践者として数々
の工作を開発

Japan Creativity Society NEWSLETTER  2019.6.16 №2



７

5月25日（土）に東工大ホームカミングデイの
イベントとして、東工大とMITを中心とする
IDC（国際デザインコンテスト）ロボコン30周
年を記念するロボコン記念碑の除幕式が開催さ
れました。ロボコンの生みの親は本会名誉会員
の森政弘先生ですので、除幕式前に森先生の講
演、秘蔵ビデオ紹介等が行われました。92歳に
なる先生の講演は笑いの連続で、先生の哲学で
ある「二元性一原論」が日本創造学会論文誌第
１４集（2010）の招待論文「ロボットコンテス
トの源流」（当日配布）や第１回乾電池エコラ
ンの事例で分かり易く解説されました。除幕式
でも参加者はニコニコ顔で、乾電池２本をシン
ボルとする石碑は「もの作りは人作り、
ROBOCON」のメッセージが刻印されていま
した。デザイナーは森先生の娘さんということ
でした。いずれにせよ笑いの連続で、参加者全
員が楽しくなるエベントでした。 （報告：國
藤進理事）

東工大でロボコン記念碑除幕式が開催されました
－ロボコンの父、森政弘先生（本学会名誉会員）が講演－

Japan Creativity Society NEWSLETTER  2019.6.16 №2

■ 賢者たちのダイアローグの場に初参加■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

壇上にならぶ賢者の方々、その賢者たちに視線を注ぐ
参加者のみなさんもまた賢者。賢者たちが集うトポス
会議にはじめて参加しました。
なんという豪華な賢者の方々の顔ぶれ、案内を目にし
即申し込み、受付番号は001でした（他の方々も？私だ
け？）。
プロローグとエピローグ（総括）に挟まれた本編は

３章から構成されていました。その内容は字数の関係
上省きますが、以下、私がいただいた学びを、あえて
各章一点ずつに絞るとすると、下記の様になります。

■トポス1：主観と主観がぶつかりあう「知的バトル」（野中先生）、壇上で展開されていたの
は、まさにこの「知的バトル」？そして、根っこレベルでの共感がそこから新たな意味を立ち
上がらせる…そんなことが頭に浮かびました。
■トポス2：最先端テクノロジー分野の賢者たちが登壇。軸のしっかりとした主観、その主観が
社会の共通善と見事なまでにつながっているところに、共通点を感じました。
■トポス3：「自分の心の中にある壁の存在に気づき、とりはらう」（堂目先生）、心にズシー
ン！そしてエピローグ（総括）、野中先生からの「リアリティとアクチュアリティ」が、これ
またドーンと迫ってきたのでした。ネットワーキング・セッションも含め、夢のような時間で
した。賢者のみなさま（ご参加者、運営に携わられた方々含め）ありがとうございました！

(一社)関西dラボ /（一社）BMIA 岡田明穂・紺野登（日本創造学会理事長特別顧問）



オズボーン（A lex Faickney Osborn）をブレインストーミングの創始者だと知らない学会員
がいれば、学会ではモグリと言われましょう。この度なんと、そのオズボーンのサインが出て
きました。私が学生時代に会長だった日本独創性協会（CTA:日本最初の創造性研究団体）初代
会長の藤沢義之さんから寄贈された資料の中から、見つかったのです。
オズボーンは自ら創案したブレーンストーミングの本「Applied Imagination」を1953年に出

版、この本は全米のビジネスマンに支持され、大ベストセラーになりました。この本に注目し
たのが、当時東大生だった藤沢義之さんです。彼は後に、最後の日本興業銀行の会長になりま
す。藤沢さんは、この本を産能短大の理事長上野一郎さんに紹介します。すると1958年にはダ
イヤモンド社が、上野一郎監訳で「独創力を伸ばせ」を発行し、本書は日本で50万部以上の大
ヒットになります。
さて、オズボーンの団体「Creative Education Foundation」のレターを見ると、オズボーンの

相手は「Mr. Yoshiaki Sagae」です。これは寒河江善秋さんのことです。寒河江さんは、若くし
て満州に渡り満蒙開拓青少年義勇軍で活躍、そののち陸軍に入隊、フィリピンを経て、インド
ネシアの独立運動も支援しました。戦後は、日本の青年団活動の中心となり、青年海外協力隊
などの創設にも関わり政界にも影響を与えました。この寒河江さんが、青年団活動に活用しよ
うと、ブレインストーミングに関心を持ちました。そして藤沢さんに依頼して、オズボーンに
手紙を書き、その返事がこのレターです。なお寒河江さんは藤沢さんの支援で「ブレインスト
ーミング入門」（北辰堂）を1963年に出しています。
私が若い頃お世話になった、寒河江さん、上野さん、藤沢さんはすべて鬼籍に入ってしまい

ました。私も今後は学会の支援は続けますが、現役は今年いっぱいで退きます。最後の記念に
日本創造学会編で日科技連出版社から「実例から学ぶ－実践発想法（仮称）」を出します。学
会の皆様に執筆をお願いし、私の編著で来年1月の出版予定です。学会編の一般書籍は、私が共
立出版にお願いし、1983年から1994年までに10冊出した「創造性研究」シリーズ以来、25年ぶ
りです。
これからも私とこの本への支援を、どうぞよろしくお願いします。

History of Creativity Research

－オズボーンからの手紙ー

高橋 誠理事

今では大変貴重な
オズボーン氏のサイン

写真引用：Goodreads Blog）
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●●●新入会員紹介●●●

■日本創造学会論文誌■

2019年度の会費の払い忘れはございませんか？
学術研究団である日本創造学会は、皆様からの会費により運営されております。
本年度の会費納入期限は過ぎておりますが、これからの納入も可能です。
充実した学会活動を展開するためにも、納入忘れのないようお願い申し上げます。
会費振込は下記の口座へ

2019年度の会費納入のお願い

日本創造学会年会費納入先口座
ゆうちょ銀行（金融機関コード9900） 店番019 店名 ０１９店（ゼロイチキュウ店）
当座 0126409 ニホンソウゾウガッカイ

日本創造学会 ニューズレター
2019年6月発行（№2）
日本創造学会事務局
発行人：田村新吾
編集担当：比嘉由佳里

〒272-0031 千葉県市川市平田
1－10－2

Tel  080－3465－6152

Fax  047－718－1747

e-mail：jcs-info@japancreativity.jp

http://www.japancreativity.jp/

事務局メッセージ

6月の第3日曜日は父の日。米国では祝日に制
定されている。日本では5月の母の日に比べ、父
の日は影が薄い気がする。それは家族と父親と
の関係性を象徴しているのかも。昭和・平成と、
外で必死に働いてきた日本の父親たち。令和の
今は働き方改革で、仕事そのもののあり方を問わ
れている。与えられた時間を日本の父はいかに
家族の為にクリエイティブに使えるか。令和の時
代の日本の父親像はどう変わっていくだろうか。

（事務局：比嘉）
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氏名 会員種 所属 住所 専門分野

角田　勝 学生会員
北陸先端科学技術大学院

大学
石川県 機械工学・ロボット工学

髙橋浩一 学生会員 九州大学統合新領域学府 熊本県 技術経営・アントレプレナーシップ教育

峰滝和典 正会員 近畿大学経営学部 奈良県 応用情報科学・経済学

加藤裕明 正会員 北海道文教大学 北海道 演劇教育・教育方法

柴山　慧 正会員 広島商船高等専門学校 広島県 体育、スポーツ経営学・体育科教育学

入会者（入会順）

日本創造学会論文誌はVol.21より電子ジャーナル化されました。
論文誌Vol.21、Vol.22は下記のJ-STAGEのサイトからご覧いただけま
す。論文PDFもダウンロードが可能です。

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/japancreativity/
list/-char/ja

それ以前のバックナンバーをご希望の方は事務局までお問い合わ
せください。


